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令 和８ 年６ 月１ ９日 

 

かけがえのない命と人権を大切にし、誰もが安心して過ごせる学校へ 

校 長  大 山 剛 史 

 

木々の緑も深まり、暑さも日ごとに増す季節となりました。保護者の皆様、ならびに地域の皆様

におかれましては、日頃より本校の教育活動に多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。生徒たちは毎日の授業や部活動、学校行事に一生懸命に取り組み、活気あふれる学校生活を

送っております。 

生徒たちが健やかに学び、成長するためには、何よりも学校が「安全で安心できる居場所」でな

ければなりません。朝、「行ってきます」と元気に家を出たこどもたちが、夕方「ただいま」と笑顔

で帰宅する。この当たり前のような日常が、学校生活の根幹をなすものです。 

しかし、学校における「安心」とは、単に怪我や事故がないことだけを指すのではありません。

生徒一人ひとりが「自分はここで大切にされている」「ありのままの自分でいていいんだ」と心か

ら感じられる心理的な安心感があってこそ、安心な学校生活と言えます。 

そのために不可欠なのが、「命の尊さ」と「人権の尊重」についての深い理解です。命は、誰もが

持つ、かけがえのないものです。そして人権とは、誰もが生まれながらにして持っている、自分ら

しく幸せに生きるための権利です。これらは決して難しい概念ではなく、「自分を大切にする心」

と「他者を思いやる心」を育むことに他なりません。 

多様性が重んじられる現代において、生徒たちはそれぞれ異なる個性や背景を持っています。考

え方や価値観の違いから、時には意見がぶつかることもあるでしょう。しかし、そのような時こそ、

相手の立場に立って考え、違いを認め合い、対話を通じて解決していく姿勢を学ぶ機会です。いじ

めや差別、誹謗中傷は決して許されないという毅然とした態度の下で、道徳教育や人権学習を充実

させ、他者の痛みを自分のこととして想像できる豊かな心を育む必要があります。 

もし、友人関係や学校生活で悩み、心が立ち止まってしまいそうな生徒がいれば、私たちは全力

で寄り添い、共に解決の糸口を探します。小さなＳＯＳを見逃さず、誰一人取り残さない教育を実

践していきます。 

こどもたちの命と人権を守り、健やかな成長を支えるためには、学校だけの力では不十分です。

ご家庭での温かな見守りと、地域の皆様の豊かなネットワークが合わさることで、こどもたちを包

み込む安全網はより強固なものになります。 

こどもは「学校で学び地域で育つ」という言葉の通り、保護者の皆様、そして地域の皆様と手を

携えながら、こどもたちにとって最良の環境を創り上げていきたいと強く願っております。ご家庭

におかれましても、お子様との対話の時間を大切にしていただき、命の尊さや人を思いやる心につ

いて話し合う機会を持っていただければ幸いです。 

今後とも、本校の教育推進に変わらぬご支援とお力添えを賜りますよう、心よりお願い申し上げ

ます。 

  

学校だより



運動会を終えて 

６月６日（土）運動会を無事に開催いたしました。当日は、多数の保護者・地域の皆様にご参観

いただき、こどもたちに温かいご声援を送り続けてくださり誠にありがとうございました。 

練習では、思うような結果が出ずに悔しさをかみしめる場面もありましたが、実行委員を中心に

各クラスで準備を進めてきた成果をご覧いただけたことと思います。 

こどもたちがこの運動会を通して経験した「協力して創り上げる力」や「粘り強くやり抜く力」

は、今後の成長の大きな糧になるはずです。 

 

 

 
 

大田区区民スポーツ大会（春季） 

【柔道】 中学１年生 重量級の部 準優勝  

中学１年生 軽量級の部 優 勝  

中学２年生 軽量級の部 優 勝  

【ソフトテニス】    ダブルス 第９位  

【女子バレーボール】 第３位  

東京都中学校地域別陸上競技大会多摩大会 

女子東部 ２・３年走幅跳び 第７位  

大田区中学校夏季バレーボール大会 第３位  

 

７月の予定 

１日（水） 校内研修会 ２０日（月） 海の日 

２日（木） 専門委員会 ２１日（火） 夏季休業日始〔～8/31〕 

６日（月） 全校朝礼  安全指導  三者面談・補習教室始〔～２８日〕 

８日（水） 校内研修会  プール教室（８）始〔～２５日〕 

１０日（金） 避難訓練（集団下校訓練） 23日（木） 職場体験（８）始〔～３１日〕 

１５日（水） 職員会議   

１６日（木） 美化日   

１７日（金） 終業式  職員打合せ   

 生徒意見交流会  （ ）内は学年  

 


